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【主な意見・提言等】
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名

・伊賀市の保育所、待機児童問題の現状について対応できているか。

・住宅新築資金等の専決処分の原因と対応は。

・ごみ減量・リサイクル等推進委員数を減らすこは反対である。一地区一人委員をださない
　と地区の意見が反映できない。

・消防庁舎の移転によって諏訪地区からより遠くなりアクセスに時間がかかる懸念がある。
　諏訪地区において出火が起きたときどのように対応するのか。

・空家対策の中で、危険除去のため特定空家の代執行へ向けてのスピードアップを行うべき。

・諏訪地区は高齢化率43％以上であり人口減少問題に直面している。より力強い対応を。

・当初の計画を変更した三訪小学校では早くも複式学級ができてしまっている。計画性の欠如
　の現れであり、古山・花垣小学校においても同様の問題が心配される。

・三訪小学校は全校生徒約80名。児童数が多い現在の５・6年生が卒業後の学校教育や運営の
　将来に不安を覚える。行政は建前上、保護者・地域と協議を重ねるとしているが、夜遅く
　まで何度も協議しても結局は行政案に従うしかない。協議の積み重ね後の、方針変更の繰
　り返しは何回もあってはならない。

・移住・定住のため空家バンクや各種手続き、助成制度を移住者にもっと分かりやすくする
　べき。
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平成２８年７月１９日

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　　　 平成２８年度議会報告会

中谷　一彦


